
 

 

日本臨床試験研究会 教育セミナー 
 がん臨床試験セミナー 

 

(JSCTR-ESN.12-10)   

がん領域における、専門性の高い、実践的な内容をタイムリーに提供することを目的として「がん臨床試験セ

ミナー」を開催致します。今夏は、入門者にも配慮し、基本的な内容の講義および現場の実践に役立つテーマ

によるグループディスカッションの二本柱で構成致しました。 

臨床試験に携わる職種が多様化した昨今、医療機関・製薬企業・共同研究グループ等、所属の如何に関わ

らず、臨床試験専門職が学ぶべきものは共通であるとの考えから、対象者の幅をあらゆる専門職と広げており

ます。また、これからがん臨床試験を学びたい方の参加も歓迎致します。 

がん臨床試験に関わる多様な専門職の方々が、一堂に会して知識を深めると共に、情報を共有し、意見交換

の場となることを期待しております。 

※ 財団法人パブリックヘルスリサーチセンターがん臨床研究支援事業（CSPOR）が 2000 年 5 月から 23 回にわたり   

開催した “がん臨床試験セミナー/CSPOR・CRC セミナー”を受け継ぎ，本研究会で実施するものです。 

日程     ： 2012 年 8 月 4 日 （土） 9：30 開場 ～ 8 月 5 日 （日） 8：30 開場  2 日間 

会場     ： 北里大学白金キャンパス薬学部 1 号館 4 階 1402 教室 （東京都港区白金） 

          http://www.kitasato.ac.jp/access/sirokane/index.html 

定員     ： 100 名 

参加費    ： 会員 18,000 円 、非会員 20,000 円 

             ※JSCTR 賛助会員は一口に付き一名を会員価格とさせて頂きます。 

協賛     ： 財団法人 パブリックヘルスリサーチセンター 

参加申込   ： 日本臨床試験研究会ホームページにてご案内します。 

             http://www.j-sctr.org/seminar/index.html 

プログラム 

8/4(土) 

 

10：05-11：05 がん治療の基礎－集学的治療の実態－ 藤原 恵一 

11：15-12：15 がん臨床試験入門 福田 治彦 

12：15-13：30 昼休み  

13：30-14：30 がん臨床試験－有効性の評価－ 柴田 大朗 

14：40-15：40 がん臨床試験のエンドポイント 大橋 靖雄 

16：00-17：00 分子標的薬剤 ―特徴と臨床評価、開発の課題― 島田 安博 

8/5（日） 

09：00-10：00 がん臨床試験－安全性の評価－ 市川  度 

10：20-15：10 
(昼休み１時間有) 

グループディスカッション（申込後に参加テーマを伺います） 

インフォームド・コンセント／臨床試験チームの作り方 ／ 

重篤な有害事象を見逃さないために／効率的なデータ入力 

発表と総括 

ファシリテーター 

8 名 
 

15：10-16：00 がん患者さんへの接し方 大西 秀樹 

 16：00-16：15 セミナー総括、事務局連絡  

 

 



 

グループディスカッション 

 

テーマ 「こんなときどうする？」 

 臨床試験に関わる者が、日常直面する問題を、参加者がいくつかのグループに分かれ、それぞれの視点で考え

ディスカッションしましょう。臨床試験経験の浅い方にも積極的に参加して頂けるように、スーパーバイザーが工夫

を凝らして進行します。情報交換、意見交換をして頂くことで明日からの仕事に生かすとともに、臨床試験専門職同

士が交流を深める場になることも期待しています。 

 4 つのテーマで実施します。セミナー申込み後に別途、参加希望のテーマを伺います。 

 

【A】 こんなときどうする？インフォームド・コンセント 

がん領域臨床試験を題材にインフォームド・コンセントのロールプレイを行います。日頃、どのようにインフォーム

ド・コンセントが行われているのか、気になることはありませんか？また、インフォームド・コンセントの局面で困るこ

とはありませんか？ 様々な立場から、実際の現場を想定しインフォームド・コンセントに挑戦してみましょう。 

 

【B】 こんなときどうする？臨床試験の支援 

臨床試験の支援を確実にかつ円滑に進めるために工夫していることはありませんか？施設内の関連部署との

調整に苦労されていませんか。患者さんが安心して参加できる臨床試験を実施するためには、医師、CRC、薬剤師、

看護師、検査技師、事務局はどのようなチームを作ればよいでしょうか。望ましい姿を模索してみましょう。 

 

【C】 こんなときどうする？重篤な有害事象を見逃さないために 

癌領域の臨床試験では他の領域に比べて重篤な有害事象が多く発生します。被験者の安全を確保し、迅速な

情報報告が必要です。重篤な有害事象を見逃さないように、心がけていること、工夫していることを皆さんで話しあ

ってみましょう。 

 

【D】 こんなときどうする？データの残し方 

正確にかつ効率的にデータを収集し、記録を残すために、あなたが工夫をしていることがありますか？他職種に

もわかりやすく受け入れやすい記録方法を考えたことがありますか？みなさんのアイデアを提案してみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ 一般社団法人日本臨床試験研究会 事務局 

 TEL：03-5256-7475 FAX：03-5256-7480 

 e-mail  ： staff＠j-sctr.org 

 Website ： http://www.j-sctr.org/  

 


